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＜第１号議案＞

立命館大学技術士会第７期（２０１６年４月１日～２０１７年３月３１日）事業報告

＜第２号議案＞

立命館大学技術士会第７期決算報告および監査報告

＜第３号議案＞

第８期事業計画（案）および予算（案）

＜第４号議案＞

第８期役員人事（案）：敬称略

立命館大学技術士会第８回総会議案



＜第１号議案＞
　立命館大学技術士会第７期（２０１６年４月１日～２０１７年３月３１日）事業報告

　（１）　会員拡大と組織強化

　本会の基盤強化として、本会員、特別会員、準会員および賛助会員合計
１５０以上を目標としたが、第７期末結果は、本会員１６５名（内退会１８名）、
特別会員１名、準会員１名および賛助会員６社の合計１５５であった。
　建設会と連携し会員拡大を図ったが、大きな成果には至っていない。
　建設会、建立会等のＯＢ会を通じて、今後も拡大を図る必要がある。
　建設会報に、技術士懇談会、ＪＡＢＥＥ説明会の情報掲載を実施した。
　合格者の入会を促進し、会員拡大を図る等、今後も組織強化を図る。

　引き続き、会員にとって魅力ある団体を目指し、会員拡大と組織強化を
行っていく。

　（２）　技術士試験受験への支援

　Ｈ２８年度技術士第二次試験受験支援は、２０１６年５月１４日、６月１８日
の２回、受験支援講習を実施した。
　口頭試験支援は、１１月１２日他で実施し、３名が合格した。
　Ｈ２９年度技術士第二次試験受験支援は、２０１７年３月４日、４月１日の
２回、受験ガイダンスとして受験申込書、部門と専門事項の整合を核に指導
する講習会を実施した。

　（３）　立命館大学への支援

　大学の環境・都市系学科の授業を活用し、連携した講義を実施した。
①環境システム工学科３回生〈７０名〉を対象に、「技術者のキャリア形成」に
向けた指導のため、『第６回立命技術士懇談会』を７月１４日BKCにて実施
した。プレゼンは、公務員、コンサル、ゼネコン各職種の職務と役割である。
　懇談会後、トリシア前内庭で先生方および学生達と懇親交流会を開催した。
　前年に引き続き開催し、支援の継続を確認できた。

　なお、これまで都市システム工学科２回生を対象に実施してきた『立命技術士
懇談会』は、「建設関連業イメージアップ促進協議会」主催のガイダンスと時期
が重複したため、２０１６年度は休止した。

②環境システム工学科１回生〈７５名〉を対象に、『ＪＡＢＥＥ認定制度と技術士
資格に関する説明会』を１２月２２日に開催した。
　ＪＡＢＥＥ制度を活かすには、取得した後輩達が技術士第二次試験に積極的
にチャレンジすることと、後方支援する環境が求められる。

　以上の『立命技術士懇談会』および『ＪＡＢＥＥ認定制度と技術士資格に
関する説明会』については、（公社）日本技術士会近畿本部および建設会
の後援を得て、実施している。

　また、大学の科学技術教育活動に協力し、理工学部特殊講義および理工
学研究科授業への講師を派遣した。



　（４）　技術講演会および親睦会

　会および会員相互の資質向上として講演会等を企画し、第７回総会時に
歌一洋建築研究所の歌一洋様より、「四国八十八ヶ所ヘンロ小屋プロジェクト
への思い-空海・祈り・支え合い-」について、宗本晋作准教授より「小さな建物、
大きな広がり-学生と歩む宮古復興支援活動-」について特別講演を実施した。

　また恒例の交流懇親会は、１１月１２日に「モリシタ」にて開催した。
　その折、大森会長より、「コミュニケーション能力」の所感について、発表が
あった。また、西村幹事から平成２８年度活動報告および「会員の広場」開設
企画書（案）の説明と当日参加の会員に対し意見等の伺いがあった。

　（５）　会計基金を充実させ、事業企画を推進する

　①技術士受験支援基金（受験講習イベント、講師謝礼等）、②講演会・交流
企画基金（講演会イベント、交流会イベント等）、③大学支援･共同企画基金
（JABEE支援、共同講演会企画等）の３種の基金を設け、各事業企画に応え、
活用していくこととした。
　次年度以降も更に資金の充実を図る。





＊定額貯金の利率は３年以上預けた場合の年利率である。
　また満期時は１０年経過となり、通常口座に振り替えられる予定です。

合 計 ¥650,000

定 額 貯 金 ③ 大 学 支 援 基 金 27-03-30 ¥150,000 27-09-30 0.04

定 額 貯 金 ⑤ 活 動 基 金 等 29-03-30 ¥100,000 29-09-30 0.01

定 額 貯 金 ① 受 検 支 援 基 金 26-03-27 ¥150,000 26-09-27 0.04

定 額 貯 金 ② 講 演 交 流 基 金 26-03-27 ¥150,000 26-09-27 0.04

積　立　基　金　会　計　（ゆうちょ銀行）

預　金　名 預け年月日 預け金額
払戻（開始）
年 月 日

年 利 率
％

0.01定 額 貯 金 ④ 活 動 基 金 等 28-03-29 ¥100,000 28-09-29



＜第３号議案＞
　第８期事業計画（案）および予算（案）

　　＜事業計画（案）＞

　　（１）　会員拡大と組織強化

　　本会の組織基盤を確立するために、会員の拡大・増強を引き続き
　行い、正会員、特別会員、準会員および賛助会員について、計２００
　以上を目標に更なる基盤構築を図る。

　　（２）　技術士試験受験への支援

　　既に開催した受験ガイダンスに続き、昨年同様、５月1３日に第３回
　受験講習会、６月１７日に第４回受験講習会を実施している。
　　昨年同様、試験実施が７月中旬となり、第４回目を早めて実施した。
　　またＨ３０年度の受験については、これまで同様に３月と４月に受験
　ガイダンスを予定している。
　　今年の筆記試験合格者の口頭試験支援として、１１月１１日に模擬
　口頭試験を予定している。
　　詳細は、ＨＰにおいて掲載・募集する。

　　（３）　立命館大学への支援

　　昨年に引き続き、環境システム工学科および昨年は中止した都市
　システム工学科の学生を対象に、『立命技術士懇談会』を企画する。
　　『第７回立命技術士懇談会』は、環境システム工学科３回生を対象
　に、７月中旬頃に開催。『第８回立命技術士懇談会』は、都市システム
　工学科３回生を対象に、後期授業１０月中旬頃に開催を予定する。

　　また、『JABEE制度と技術士制度の説明会』は、環境システム工学科
　１回生を対象に、後期授業１２月に開催を予定する。
　　これらを核に更なる大学支援を、環境・都市系学科と連携して図って
　いく。

　　なお、『立命技術士懇談会』は、引き続き（公社）日本技術士会近畿
　本部および建設会の後援をいただき、実施する。

　　（４）　技術講演会および親睦会

　　総会時に特別講演を実施し、大学との連携講演を企画する。
　　また、交流懇親会は継続して実施し、会員相互の幅広い交流へと
　企画、展開していく。



　＜予　算（案）＞

　①　収　入
（１）　会費等 本・特別・準会員 300,000   

賛助会員 150,000   
その他 20,000     

（２）　講習会等 30,000     
（３）　復興支援金 27,000     
（４）　その他 415          
（５）　前期繰越金 102,585   

合　　計 630,000   

　②　支　出
（１）　会員技術研修等支援活動費 110,000   
（２）　大学教育支援活動費（支援活動派遣費・協力費含む） 130,000   1,500円/人*25 含む

（３）　技術士試験受験支援活動費（支援活動派遣費･協力費含む） 140,000   1,000円/人*50 含む

（４）　その他活動費（復興支援金等） 80,000     
（５）　通信事務費 30,000     
（６）　会費振込手数料 10,000     

上記計 500,000   

（７）　大学支援・共同企画基金（３活動基金） 100,000   
（８）　予備費 30,000     

合　　計 630,000   

＊定額貯金⑥が第８期の基金予定額である。
＊定額貯金の利率は３年以上預けた場合の年利率である。
　また満期時は１０年経過となり、通常口座に振り替えられる予定です。

定額貯金⑥ ３活動基金 ¥100,000

定額貯金④ ３活動基金 28-03-29 ¥100,000 28-09-29 0.01

定額貯金⑤ ３活動基金 29-03-30 ¥100,000 29-09-30 0.01

定額貯金② 講演交流基金 26-03-27 ¥150,000 26-09-27 0.04

定額貯金③ 大学支援基金 27-03-30 27-09-30 0.04

預　金　名 預け年月日 預け金額
払戻（開始）
年 月 日

年 利 率
％

定額貯金① 受検支援基金 26-03-27 0.04

積　立　基　金　会　計　（ゆうちょ銀行）

¥150,000

0.0130-09-3030-03-30

合 　計 ¥750,000

¥150,000 26-09-27



＜第４号議案＞

　第８期役員人事（案）：敬称略

役職名 氏　　名　　（敬称略） 卒　業　年 部　門

会長 　　　大森　　秀高 　Ｓ　５０ 建　設
（１名）

副会長 　　　楠本　　博 　　Ｓ　５４ 建　設
　　　土屋　　光弘 　　Ｓ　５８ 建　設

（６名程度）　　　太田　　和夫 　　Ｈ　０５ 建　設
　　　橋口　　正悟 　　Ｈ　１５院 建　設

幹事 　　　大森　　秀高 留任 　　Ｓ　５０ 建　設
　　　糸田川　廣志 留任 　　Ｓ　４７ 上下水道

（２０名以内） 　　　西村　　敏 留任 　　Ｓ　５４ 上下水道

　　　楠本　　博 留任 　　Ｓ　５４ 建　設
　　　日室　　伸一 留任 　　Ｓ　５４ 上下水道

　　　沢田　　道彦 新任 　　Ｓ　５４ 建　設
　　　吉田　　順一郎 留任 　　Ｓ　５５ 建　設
　　　久後　　雅治 新任 　　Ｓ　５７ 建　設
　　　土屋　　光弘 留任 　　Ｓ　５８ 建　設
　　　野村　　嘉樹 留任 　　Ｓ　６０ 上下水道

　　　星野　　和之 留任 　　Ｈ　０３ 建　設
　　　青山　　裕之 留任 　　Ｈ　０５ 建　設
　　　太田　　和夫 留任 　　Ｈ　０５ 建　設
　　　今井　　豊 留任 　　Ｈ　０８ 上下水道

　　　春田　　健作 留任 　　Ｈ　１２院 建　設
　　　今道　　洋 留任 　　Ｈ　１３院 上下水道

　　　長谷川　真也 留任 　　Ｈ　１３ 建　設
　　　橋口　　正悟 留任 　　Ｈ　１５院 建　設
　　　服部　　亘啓 留任 　　Ｈ　１７院 建　設

幹事長 　　　糸田川　廣志 留任 　　Ｓ　４７ 上下水道

監事 　　　村山　　稔 留任 　　Ｓ　４９ 建　設
（２名） 　　　兼塚　　卓也 新任 　　Ｓ　５７ 建　設

幹事および監事以外の役員

役職名 　　　　氏　　　名　（敬称略）

顧問 　　　　児　島　　孝　之
　　　　山　田　　淳
　　　　田　中　　伊　三　雄

相談役 　　　　奥　村　　一
　　　　大　同　　淳　之
　　　　岸　田　　順　三
　　　　渡　邉　　郁　夫

摘　　　要


